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Diagnostic value of 18F-fluorodeoxyglucose uptake parameters  



















 両側の肩・肘・手首・股・膝・足の12関節を対象とし、患者毎に視覚的スコア合計（total visual 
assessment score; total VS）と、定量的指標として、SUVmax （maximum standardized uptake value）、
MAV （metabolic active volume）、TLG （total lesion glycolysis）を用いた。生物学的指標としてCRP (C-
reactive protein)、 ESR (erythrocyte sedimentation rate)、MMP-3 (matrix metalloproteinases-3) につい
て評価した。さらにSUVmaxについてはその総和を左右半身別々に計算した。これらのパラメータの比
較には、Student t 検定を用い、ROC分析を行った。 
【結果】 関節リウマチ患者と非関節リウマチ性関節炎患者との患者毎の比較では、すべてのパラメータ
において、前者が高値を示した（total VS： 37.7±9.0 vs. 21.9±7.2, p < 0.0001; SUVmax： 28.1±8.5 
vs. 17.9±5.8, p < 0.001; MAV： 608.3±370.7 vs. 176.5±217.8 mL, p < 0.001; TLG： 1139.3±759.1 























                                                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
